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は
じ
め
に

北
朝
鮮
の
核
問
題
及
び
権
力
移
行
過
程
に
お
け
る
政
治
体
制
の
ゆ
く
え
と
経
済
困
窮
な
ど
の
不
安
定
要
因
が
、
東
ア

ジ
ア
に
深
刻
な
緊
張
要
因
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
問
題
解
決
に
向
け
て
価
値
観
を
共
有
す

る
日
本
と
韓
国
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
日
本
、
韓
国
、
米
国
の
専
門
家
が
講
演
・
報
告
、

討
論
を
行
っ
た
。
本
書
は
、
二
○
一
○
年
九
月
一
七
日
に
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
民
主
主
義
――
北
朝
鮮
問
題
と
日
韓

の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
ソ
ウ
ル
の
韓
国
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
記
者
会
見
場
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
予
稿
と

記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
言
語
は
日
本
語
と
韓
国
語
で
あ
り
、
予
稿
は
両
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
同
時
通
訳
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
極
東
問
題
研
究
所
、
尹
洪
錫
責
任
研
究
員
に
は
す
べ
て
に
わ
た
り
、
お
世

話
い
た
だ
い
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
時
期
は
、
同
年
三
月
の
韓
国
哨
戒
艦
沈
没
事
件
で
南
北
朝
鮮
の
厳
し
い
対
立
が
続
き
、

ま
た
北
朝
鮮
の
「
三
代
世
襲
」
を
決
定
づ
け
た
労
働
党
代
表
者
会
（
九
月
二
八
日
）
の
直
前
で
あ
っ
た
た
め
、
朝
鮮
半

島
情
勢
が
国
際
的
に
極
め
て
注
目
さ
れ
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
日
韓
現
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
韓
国
の
韓
半
島
平
和
研
究
院
、
極

東
問
題
研
究
所
と
い
う
日
韓
の
三
つ
の
研
究
所
が
協
力
し
て
開
い
た
。
日
本
の
東
京
倶
楽
部
文
化
活
動
助
成
金
、
ま
た

文
部
科
学
省
補
助
金
、
韓
国
統
一
省
か
ら
の
支
援
も
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
玄
仁
澤
統
一
省
長
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官
は
ご
多
忙
の
中
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
北
朝
鮮
の
核
保
有
志
向
の
背
景
や
政
治
体
制
、
経
済
状
況
を
分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
北
朝
鮮
の

核
放
棄
に
向
け
て
そ
の
可
能
性
と
条
件
を
探
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
緊
張
緩
和
策
の
一
環
と
し
て
の
北
朝
鮮
に
対
す

る
人
道
支
援
の
現
状
と
課
題
、
中
国
の
支
援
が
北
朝
鮮
の
政
策
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
証
。
日
韓
両
国
が
地
域
安
全
保
障

の
確
立
に
向
け
て
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
幅
広
い
討
論
を
展
開
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
日
韓
双
方
の
政
府
関
係
者
、
朝
鮮
問
題
専
門
家
、
メ
デ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
二
○
○
人
を
越
え
る

参
加
者
が
あ
り
、
予
想
以
上
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
の
朝
鮮
半
島
情
勢
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
北
朝
鮮
の
韓
国
領
延
坪
島
砲
撃
と
い
う
朝
鮮
戦
争
後
初
め
て
の

陸
地
攻
撃
を
契
機
に
、
一
時
は
南
北
朝
鮮
の
全
面
対
決
機
運
さ
え
招
い
た
。
事
態
は
黄
海
に
お
け
る
米
韓
合
同
演
習
と

そ
れ
に
対
す
る
中
国
の
牽
制
行
動
と
、
緊
張
の
波
紋
を
広
げ
た
。
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
を
目
指
す
六
者
協
議
の
再
開
が

難
航
す
る
な
か
で
、
地
域
情
勢
の
流
動
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括
で
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
達
成

の
た
め
日
韓
関
係
の
緊
密
化
を
土
台
に
、
米
国
を
バ
ッ
ク
に
中
国
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
も
引
き
込
む
こ
と
で
地
域
の
安
全

を
保
障
す
る
と
い
う
新
た
な
機
構
を
構
想
し
て
み
る
な
ど
「
中
長
期
的
な
課
題
」
の
検
討
が
提
案
さ
れ
た
。

本
書
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
標
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
及
び
民
主
主
義
の
実
現
に
向
け
て
問
題
解
決
の
一

里
塚
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
日
韓
現
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー

康　
　

仁　

徳

小
田
川　

興




